
赤塚公園ニリンソウを守る会 活動予定 

７月 10 日（日）10:00 大門観察台に集合 
◎夏模様のニリンソウ自生地観察と簡単な草取り 
◎<続>ロープ柵内の植物調べをゲーム感覚でやろう 
◎どんぐりまつりの打ち合わせ 

８月はお休み 

９月 11 日（日）10:00 大門観察台に集合 

◎秋の自生地手入れ計画立案のための現場での話し
合い＋簡単な手入れ＋どんぐりまつりの練習 
※問合せは左記赤塚公園サービスセンターへ 

※雨天中止 ＊予定変更の場合あり 

 

 

 

 

6/12 は久

しぶりの例

会でした。

18名のみな

さんが集ま

ってくれて

予定のプロ

グラムをこ

なすことができました。 

最初のテーマは「ヤブミョウガの抜取り」なのですが、下の写真左の黄円内がヤブミ

ョウガで、その左の赤円内の細長い葉の植物は東京都の準絶滅危惧種のヤナギイノコヅチで抜い

てはならない種なのです。機械での一斉刈り取りが適さないのがニリンソウ自生地なのです。 

昨年のヤブミョウガは茂りすぎていたので、センターが業者に頼んで行いましたが、今年はボラ

ンティアが挑戦しました。下の２枚が抜き取り前と後の比較です。 

もちろん、ヤブミョウガは根絶対象の種ではありま

せん。適度に残すように配慮しています。 
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準絶滅危惧種が豊富な大門自生地 
自生地手入れ作業は、残すべき植物を見

極めて取り掛かります。左の写真上からハ

グロソウ、ヤナギイノコヅ

チ、イヌショウマが元気に伸びてい

ました、夏から秋の終わりまで右側に添え

たような花が咲きます。このうち、ハグロ

ソウとヤナギイノコヅチは東京都の準絶滅

危惧種ですから、それにキツネノカミソリ

を加えて、さらに春に咲くニリンソウとヤ

マブキソウを加えると、ここには５種もの

準絶滅危惧種が普通に観察されるのです

（そのほか、赤塚公園全域ではハンゲショ

ウ、キツネノマゴ、キンラン、ギンランが

準絶滅危惧種に指定されています）。 

 もっとも、林の保護活動は特定の希少な

種だけを残して育てるのが目的ではありま

せん。茂りすぎると他の植物の邪魔になる

種はご遠慮対象としていますが、出来るだ

け多くの種が生きやすいように考えながら

行っています。今年は春からヤブニンジン

が大繁殖したり、6/12 の作業ではこの数年

過繁殖気味だったウバユリがあまり見られなかったりと、林の様相は毎年変化します。それを見

極めながらの保護活動です。 

 

１㎡の区画の中に何種の植物が生えているか？ 
「植物調べ」をしました 
右の写真のように一定の区画の中にどん

な生き物が生きているかを調べるのは調査

の基本で、専門家も行っています。 

6/12 の作業後はアマチュア流儀で、いく

つかの区画をつくって植物を調べて記録し

ました。漫然と地面を眺めているよりもは

るかによく植物を知ることができます。 

５つの班をつくって、調べた結果を発表

し合いましたが、擬木柵の向こう側では 12

種の植物を確認できた区画があったのに対して、ロープ柵が張ってある最近の保護エリアでは５

～７種ほどにとどまりました。やはり、40年間にわたって保護活動が行われてきたところでは生

えている植物の種類は豊かでした。でも、どの区画でも明らかな園芸種など外部から持ち込まれ

た種は観られませんでしたから、きちんと管理すれば、ロープ柵内も次第により豊かに植物が広

がる草原になってくるでしょう。 

７月の例会では今回より手際よく、より正確に出来るように再チャレンジします。 


